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も
､
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般
の
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系
肥
聖
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張
り
し
.i
)
iJ
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す
が
わ
､
脂
北
の
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畑
置
矢
し
ま
す
と
'
薫
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茂
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そ
ゝ
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'
逆
の
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果
雀
さ
に
し
ま
す
が
ら
'
植
付
後
1
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月
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∴
こ

れ
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S
･O
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つ
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し
ま
L
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七

'
除
b
つ
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事

に
し
ま
L
L6
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一
個
り
由
要
が
芸

:S
.p
.牙
が
伸
び
て
丸
ま
す
｡
こ
れ
援
放
任
し
て
せ
き

ま
す
こ

'各

が々
地
正
し
に
搬
加
工
場
瀕
…畑
と
な
り
､
充
分
に
肪
料
が
姻

つ
て
米

ま
せ
ん

の
で
'
哲
の
大
の
が

悪
く
智

蒜

値
の
少
い
小
型
若
し
か

と
れ
ま
せ
ん
｡
出
光
る
た
け
単

臼

に
生
育
此
盛
で
健
全
な
も
の
二
一A
襲
し

て
'
俊
は
抜
き
放
る
必
賓
が
あ
り
ま
す
｡

と
こ
ろ
が
筆

二
.17寸
虐
良
に
伸
び
た
頃
に
は
､
す
で
に
草
が
形
援
作
の

闘

m
m

養

鶏

と
.′
′め
て
い
ま
す
の
.?
'
手
荒
く
取
扱
い
ま
す
と
､
願
を
つ
け
る
こ
と
が
多

く

'

そ
の
た
め
哲
の
肥
大
が
遜
れ
ま
す
｡

こ
う
さ
せ
な
い
た
め
に
二

万
の
手
で
軸
暫
定
勤
か
さ
は
い
様
に
よ
く
押

え
､
丁
重
に
付
根
か
ら
誓

15
る
様
に
し
ま
し
よ
う
｡

八
､
ボ
ル
ド
ー
液
を
使
い
ま
し
ょ
う
.

墓

の
'nK
皆
J
.と
っ
て
'
石
灰
ホ
ル
ド
I
綾
は
特
効
英
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
｡

そ
れ
に
ホ
ル
.i
-
椴
}
の
飼
剤
は
､
馬
鈴
留
置
刺
戟
し
て
そ
の
生
育
を
促

進
す
る
と
云
は
れ
て
い
ま
す
の
lで
､
病
苦
の
予
防
と
､
生
育
促
進
を
か
ね

開
花
酌
ま
で
に
二
･
三
■夙
撒
布
す
る
様
.i
致
し
ま
し
ょ
う
｡

山
上
憩
い
つ
く
ま
ゝ
に
､
馬
鈴
要
戒
垢
氏

に
駄
止
を
加
え
ま
し
た
が
'
今

年
は
打
ち
細
く
台
風
で
､
鹿
窒

塩
の
王
軸

管
な
す
耳
軒
の
被
膏
が
予
線

以
lu

大
き
く
'
こ
れ
に
琴
J
の
加
持
誉
掛
け
る
わ
け
に
行
き
ま
せ
ん
｡

勿
普

搬
薮
で
は
'
芽
出
し
膳
科
の
施
用
､
秋
苗
床
の
蝉
僻
等
万
全
の
船

井詣

ぜ
ら
れ
つ
ゝ
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
､
こ
れ
か
ら
冬
に
向
う
こ
と
で

も
あ
り
､
障

押
f
.に
見
て
､
甘
弾
依
存
に
も
蔽
度
が
あ
り
ま
す
｡

甘
津
に
:代
.の
､
冷
児
望
見榛
で
よ
く
其
の
成
典
菅
発
錐
す
る
､
馬
鈴
磐
に

肩
が
わ
り
し
て
も
ら
う
樹
が
得
策
と
思
は
れ
ま
す
｡

泣
く
警

越
え
､
迎
ば
れ
て
来
る
牲
哲
で
も
あ
り
､
馬
鈴
磐
の
栽
培
に
当

っ
て
は
､
紺
か
く
先
哲
配
り
､
来
春
の
廃
疾
食
粕
飢
き
ん
に
光
朋
を
も
た

ら
す
様
努
力
に
野
刀
を
重
ね
ま
し
ょ
う
｡(又

書

盛

忠
)

飼

料

-
ア
メ
タ
カ
の
養
鶏
を
み
て

先
皇

一に

カ
･･1
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
菱

糞
塊
が
･2
滴
の
そ
れ
に
比
べ
て
大
規

等

あ
り

､
1
人
で
l
T
三
〇
〇
Q
判
は
容
易
に
経
営
拶
還

し
て
い
け
る

と
茶
ふ
こ
と
哲
母
い
た
の
.で
あ
る
｡
之
は
勿
槍
､
革
(･が
大
き
く
髄
良
の

ヒ
ナ
の
購
入
が
容
易
で
､
飼
料
仙
裕
が
割
等

､
卵
市
場
が
大
き
い
等
色

々
の
点
で
有
利
な
面
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
が
'
難
の
飼
い
万
と
事
フ
点
か

ら
見
て
も
非
常
に
菱
が
替
Q
｡

沖
雫

は
'
日
'芸

土
の
場
合
と
同
様
'
餌
誉
朝
崖
夕
の
1面

に
分
け
て

与
え
､
且
毎
回
次

の
給
餌
時
間
迄
に
食
い
鼓
す
程
の
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を
与
え
る
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こ
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す
れ
ば
雛
は
苛
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蛸
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食
い
､
餌
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折
に
な
る
･.S
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か
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卒
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｡
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拓
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坂
の
･準
え
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い
つ
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鮮
な
水
置
飲
ま
す
よ
う

に
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掛
け
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尚
へ
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専
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伯
坪
山
保
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親
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対
し
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切
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菅
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け
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と
親
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勲
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え
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山
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う
考
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で
あ
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数
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か
け
て
茄

の
管
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､
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当
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V,す
る
と
季

○方
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を
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ガ
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肘
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え
に
就
て
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同
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で
あ
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と

患
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が
､
然
し
飼
料
は
日

動
日
給
雑
著
使
っ
て
与
え
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も
水
道
に
連
帯

し
た
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動
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水
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飲
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よ
う
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琴
れ
ば
八
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け
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な
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｡
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省
け
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ら
沢
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取
替
飼
凍
す
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来
る
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あ
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捕
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に
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へ
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羽
当
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利
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ち
て
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来
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丈
け
大
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し
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の
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わ
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費
の
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〇
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飼
料
費
で
あ
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メ
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て
い
る
｡
何
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窄
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｡

観 取六薦羽,i有すると云 うキ ンバ ー段場の種

私 妻の一三､ (元 元1三瓶 と トラップネス ト)
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あ
る
｡



p

初
に

脱
明
君
.ep
l
t
見
る
が
､
音
羽
の
ヒ
ナ
か
糾
付
空

洞
間
に
触
ら
の
肌

を

寧
っ
か
'
撃

一過
尚
に
幾
ら
寧
っ
か
と

云
う
よ
う
に
l
抑
屈
づ
つ
に
区

.切り
て
‥.S
の
山
雀
崩
馨
し
fJ
い
･･O
'
択
呂

色
レ
グ
ホ
-
/
粗
の
よ
う
に

体の
救
い
品
位
こ
ブ
リ
マ
ス
ロ
ッ

ク
種
や

ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
和
の
よ

う
な
体
の
大
き
い

北
畑

種
と
は
寧
っ
別
の
ngI曳
準
つ
か
ら
両
考
･･.V
別
々
に

し
て
あ
る
｡

雄
飼
料
消
帝
王
調

(桝
付
か
ら
l
<
二
日
間
)

白
化
レ
グ
ホ
ー
ン
珠

光
舛
笹

過

喝

軸

欄

合

･リ山

過

ポ
ン
ド

l
E
1
_
'
九

三

､
五

二
九
､
〇

中

雑

費

放
飼
す
る

ポ
ン
ド

一四
'
九

三
六
､
四

六
五
㌧
四

百
和
一
渦
は

の
舶

敢

〔山

ボ
ン
.ド

二

､
二

1
七
へ
九

二
八
､
四

合

剤

ポ
ン
ド

二

､
二

二
九
､
一

五
七
､
五

コ
ロ
ニ
ー
和
宮

(移
動
軒
卓
)
ミ
シ
ガ
ン
州
V
3.･11へ李

三
七
'
五

一
〇
二
､
九

五
C
､
C

一
五
三
､
〇

四
〇
､
二

五
七
'
七

九
七
'
七

一
五
五
､
四

一 一一一 一 一 一 一 一 一 一 九 八 七 六
六 五.四 三 二 一 〇 九 八 七 六 五 四 三 二 一 〇

五
七
'
四

七
二

九

六
四
､
五

九
九
､
四

八
一
､
四

八
四
'
九

一
〇
七
､
〇

一
〇
九
､
三

一
〇
八
､
二

二

三
へ
二

二

六
'
〇

二

五
､
一

二

八
､
〇

一
〇
二
｢
九

一
〇
九
､
二

一
二
七
､
九

二

五
､
二

二
一
〇
'
四

二
八
二
'
三

三
聖
ハ
､
八

四
四
六
､
二

五
二
七
､
六

六
一
二
'
五

七
一
九
､
五

八
二
八
､
八

九
三
七
'
0

7
0
五
〇

二

二

六
六
二

二

一八
二

二

1
三
九
九

三

一
五
〇
三

二

二
ハ
一
二

四

1
七
四
U
三

1
八
五
五

五

七
二
'
七

八
四
'
九

一
〇
〇
'
三

二

六
､
七

二

七
､
四

一
三
四
､
八

1
四
〇
､
1

一
三
九
､
六

一
二
八
､
二

三

一〇
､
三

一
三
六
､
九

一
四
八
､
三

一
三
三
'
○

1
11
1<
'
1

三
二
二
､
〇

四
一
三
､
三

重
二
〇
､
〇

六
四
七
､
四

七
八
二
､
二

九
二
二
､
三

T.
〇
六
1
九

二

九
C
'
J

l
三
二
O
E
]

一
四
五
七
三

1
六
〇
五

六

一
七
三
八
六

一
二
四
､
七

一
九
八
〇

二

一
二
六
'
六

二
1
〇
六
八

一
四
U
t
〇

三

画
六

八

二
二
一
'
〇

三
二
七
七

九
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､
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八
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五

一
三
一
､
〇

一
九
九
八

五

一
望
ハ
､
三

二
一
四
四

八

一
四
1
1､
1

三

1<
六
九

一
五
五
､
三

二
四
四
二

二

一
四
K
､
九

二
五
八
九

一

一
六
四
､
0

ニ
七
重
二

1

一
二
九
､
二

二
八
八
二
三

専

業

養

鶏

場

の

1
室

1
ボ
ン
ド
の
体
重
増
加
に
要
す
る
餌
の
丑
は

(4)

柳
生
雛
-
二
過

l
O
淑
I
l
二
迎

(申
雛
)

二
〇
過
I
二
二
適

(大
難
)

三
'
一
一
ポ
ン
ド

五
'
八
E
l

一
一
､
四
〇

(
一
ポ
ン
ド
は
一
二
〇
分
で
あ
る
)

L
T
.の
Ll'l
緋
か
ら
み
て
､
白
色
レ
グ
ホ
ン
は
一
〇
〇
羽
堅

1+
六
四
回
即

ち
1
八
二
日
育
て
る
た
め
に
配
合
飼
料
二
三
七
七
'
九
ポ
ン
ド
即
ち
1
'

七
八
三
.!
宅
必
要
と
し
､
一
羽
当
一
八
斤
の
計
群
で
あ
る
｡
同
様
に
し
て

煎
畑
接
は
l
八
二
日
は
に
一
羽
当

二
､
六
斤
を
必
巽
と
す
る
｡
附
雛
畑

緋
は
碓
み
榔
っ
ま
で
に
二
〇
O
LEiu
l
.菅
必
婆
と
す
る
か
ら
舛
那

迄の
飼

料
代
は
､
あ
と
三
LL
稗
粋
多
く
見
料;
･.O
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡

ヒ
γ
は
大
き
＼
な
れ
ば
は
る
群
多
く
の
ltt=
家
食
う
こ
と
ば
勿
輪
で
あ
る
が

食
っ
た
糾
し
対

し
て
大
き
く
な
る
捌
合
は
初
生
難
が
大
で
､
ヒ
ナ
の
F
数

が
群
つ
ほ
ど
従
っ
た
輔
に
対
す
る
焦
良
の
割
合
は
小
さ
く
琴
Q
こ
と
は
次

の
表
に
よ
っ
1
'㈹
ち
か
に
琴
(1.

即
ち
斬
年
雛
の
鵬
f
.は
､
1
ポ
ン
ド
大
き
く
な
る
た
め
に
三
､
一
ポ
ン
ド

の
糾
を
必
要
と
す
る

に
過
ぎ
は
い
が
､
大
ビ
丁
に
な
る
と
二
ポ
ン
ド
の
体

墓
増
加
に
l
l
ポ
ン
ド
の
肪
窄
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
る
｡

だ
か
ら
斡
私
家
は
若
い
ヒ
ナ
の
と
き
に
エ
サ
菅
充
分
与
え
常
況
援
よ
く
し

早
く
発
育
さ
せ
た
方
が
よ
く
3
中
粧
'
大
雛
､
に
は
つ
て
か
ら
も
エ
サ
宏

充
分
与
え
､
貝
<
1
人
前
否
1
羽
酌
の
体
格
を
作
り
嘩
卵
盈

･め
た
方
が

符
節
で
拳
.Q
｡
F'Lti'rE
･'は
い
く
ら
の
エ
サ
覆
必
輩
と
す
る
か
Y

毎
L
卑
フ
糾
の
H
は
'
雛
体
の
大
き
さ
に
よ
っ
tJ
追
い
､
自
他
レ
グ
ホ
ー

ン
輝
の
よ
う
に
体
の
小
さ
い
靴
は
糾
菅
少
く
寧
っ
'
即
ち
日
R
llltL
の
自

任
レ
グ
ホ
ー
ン
は
年
き
る
為
i
l
羽
盲

○
'
完

ポ
ン
ド
即
ち
::;
二
十

三
欠
の
加
を
必
媒
と
し
'
目
方

四
]斤
半
の
北
紳
椀
は
1
日
に
二
七
'
八
分

の
糾
窄
必
要
と
す
る
と
言
わ
れ
る
｡
こ
れ
が
維
持
飼
料
と
言
わ
れ
る
も
の



p
.
現
が
卵
も
発
ま
ず
､
文
や
せ
も
せ
ず
'
然
し
健
康
に
発
き
lJ
ゆ
く
た

め
の
飼
料
で
あ
る
が
､
那
智
樺
む
と
き
に
は
､
緋
持
飼
料
の
他
に
禅
耶
飼

料
と
し
て
献
卯
1
0
%
柘
に
一
〇
〇
羽
に
付
1
旦

封
贋
即
ち
1
二
〇
欠

肴
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
例
え
ば
1
0
0
羽
の
白
色
レ
グ
ホ
ー
ン
稀

で
排
挿
飼
料
と
し
て
二
日
1
九
ポ
ン
ド
禅
耶
飼
料
と
し
て
5

%
搾
即
の

と
貴
に
は
五
ポ
ン
ド
考
即
見
て
'
合
計
二
十
四
ポ
ン
ド
､
七
〇
%
搾
朋
の

と
き
に
は
肺
持
飼
料
一
九
ポ
ン
ド
に
搾
即
飼
料
七
ポ
ン
ド
菅
耶
凡
て
二
十

六
ボ
ン
ド
が
1
日
の
飼
料
獅
軍
八川
と
な
る
｡

白
色
レ
グ
ホ
ー
ン
種
の
場
合
の
姫
卵
率
と
飼
料
消
常
爪
は
状
の
馴
く
な

る
｡

産
卵
率

一
〇
〇
羽
一
日
の
飼
料

二
〇
%

二
嘉

ン
ド

(
諾

牒

東

洋

)

三
〇
%

l
≡
ボ
ン
ド

凶
〇
%

二
三
ボ
ン
ド

支
〕
%

二
四
ボ
ン
ド

六
〇
%

二
五
ポ
ン
ド

七
〇
%

二
六
ポ
ン
ド

即
ち
七
〇
%
産
卵
の
熱
は
一
〇
〇
羽
で
一
日
に
二
六
ポ
ン
ド
即
二
､
二
一

〇
匁
の
飼
料
管
翼

す
る
計
罪
と
な
り
､
1
羽
当
三
一
窒

う
こ
と
に
な

る
｡
一
ヶ
年
に
醤

す
る
餌
の
封
は
1
羽
当
平
均
沢
の
よ
う
に
な
る
と
[!rL:

わ
れ
る
｡

レ
グ
ホ
-
,T轟

七
五
-
八
五
ポ
ン
ド

巻

川和

八
五
-
九
五
ポ
ン
ド

産
卵
率
の
問
い
刑
は
'
も
つ
と
多
く
網
を
食
う
常
で
あ
る
C

結

び

｢
ア
メ
リ

カ
の
群
艶
歌
み
て
｣
と
云
う
何
か
つ
か
み
と
こ
ろ
の
な
い
風
教

つ
け
た
の

は
'
雑
業
の
括
皆
に
合
餅
肌
に
且
そ
ろ
ば
ん
づ
<
で
撃
見
る
ア

メ
リ
カ
人
の
考
え
方
k
.哲
く
研
幻
で
額
管
と
つ
た
の
で
あ
る
が
'
智
き
上

げ
た
郡
は
摂
初
撃
見
た
邸
と
'
ち
ぐ
は
ぐ
に
な
っ
て
終
っ
た
｡

然
し
撃
取
覆
潅
営
す
る
と
薄
に
'
収
支
計
野
は
ど
う
琴
Q
か
､
文
教
汎
幕

営
中
位
も
多
く
の
費
用
菅
野
す
る
飼
料
に
つ
い
て
初
伴
郷
か
ら
鴫
瓢
ま
で

成
瓢
に
な
っ
て
か
ら
僻
耶
中
へ
ど
れ
だ
け
の
瑞
軒
必
要
と
す
る
か
等
密
計

界
す
る
と
き
の
参
考
に
な
れ
ば
拳
で
あ
る
｡

何
処
の
国
で
も
'
収
も
大
串
な
卵
柵
と
飼
料
仰
柿
は
､
額
郡
家
が
盟
疋
す

る
す
の
で
は
な
く
､
そ
の
侍
の
相
署

あ
る
か
ら
､
萩
学

問
か
る
'
鰐

か
ら
ぬ
は
選
の
年
の
桑
だ

左
rr
さ
れ
.Q
U
と
も
大
き
い
の
で
､
束
管

初
め
て
か
d
l
年
も
粋
た
な
い
中
に
盃

崇

に
見
糾
わ
れ
iJ
収
宥
慣
わ
>
,

に
革
美
智
中
止
す
る
人
も
多
々
あ
る
の
で
あ
る
が
､
之
か
東
り
切
る
の
は

合
理
杓
は
経
営
､
以
外
に
tf
い
よ
Lつ
に
思
わ
れ
,Q
'
ア
メ
リ
カ
の
猶
簸
家

と
錐
も
同
じ
こ
と
で
幣
榔
管
の
り
き
る
た
め
に
払
わ
れ
る
努
力
は
大
砕
大

き
い
も
の
で
挙
Q
(
終
)

(松

田

祐

二

高
菜
慣
格
の変
動
と
輸
出
･輸
入

四
､
冬

瓜

栽
構
面
柄
は
キ
ャ
ベ
ツ
に
次
ぎ
耶
三
相
･祈
古
め
て
程
野
柴
と
し
て
額
も

鞠
し
ま
れ
て
い

る
O
作
付
傭
椴
も
元

三
六
年
の
八
･
二
皿
%
に
対
し
て

常連市塙･こち.T3冬 JiLd･卸 価 格-
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完

雪

辱
は
九
･
七
三
%
に
増
加
し
た
O
図
の
柵
桁
饗
動
を
み
る
に
十

二
-

一
月
の
打
船
温

荷
と
四
'
五
月
の
卑
出
し
が
有
情
で
六
月
1
十
月
は

衆
も
封
値
で
あ
る
｡
白
瓜
で
は
あ
ま
り
重
安
誘
菜
P
な
い
か
ら
輸
出
輸
入

の
可
能
性
は
な
く
'
島
内
だ
け
の
供
給
､
常
要
の
蛾
毅
脱
し
な
い
O

五
､
か

ぼ

ち

ゃ

戦
時
中
の
日
給
莱
閥
の
襲
即
と
共
に
荒
野
義

解
.f腐
朽
が
増
え
た
が
~

現
在
は
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
｡

F
q
･に
於
い
て
は
菜
食
の
婆
利
に
よ
っ
て
カ
ボ
チ
ャ
の
常
翼
蒜

急
啓
ル

低
F
L
t
何
桁
も
Ii
蒔
し
て
い
る
の
で
､
掃
く
早
押
出
荷
で
特
別
琶
崖

で
品
質
の
良
い
も
の
で
な
い
と
聞
魅
に
さ
れ
な
い
｡
琉
球
三

股
に
栽
培

さ
れ
て
い
る
カ
ボ
チ
ャ
は
品
質
が
悪
く
'
良
質
の
カ
ボ
チ
ャ
を
早
期
に
昆

約
に
生
辞
す
る
に
垂
ら
す
､
拘
出
の
途
は
開
け
な
い
｡
賢
幅
､
熊
不
は
気

障
附
に
は
沖
縄
の
よ
う
に
悪
ま
れ
て
い
な
い
が
'
遊

山
托
術
の
何
ト
に
よ

っ
て
'
促
成
栽
欝
に
よ
り
'
沖
縄
よ
り
早
期
に
出
荷
し
て
い
る
現
状
で
あ

る
｡昨

年
七
月
以
稔
の
摩
聯
市
場
で
の
卸
値
哲
み
る
と
'
七
月
か
ら
十
日
に

か
け
て
は
斤
当
旦

'
五
円
内
外
で
､
十
月
は
牌
は
ニ
ーつ
内
外
夜
保
持
し

今
年
の
四
'
五
'
六
月
の
貝
出
し
は
二
-
三
門
稗
肝
で
あ
る
｡

六

､

ト

マ

ト

戦
前
､
戦
後
哲
滝
じ
'
割
合
に
栽
培
面
積
に
窄
瓢
が
少
い
武
装
の
一
つ

で
あ
る
｡
し
か
し
駅
前
の
キ
ャ
ベ
ツ
に
作
っ
て
項
も
常
望
な
告

訴
紫
で


